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業績予想の修正に関するお知らせ 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 23 年６月 30 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたし

ましたので、お知らせいたします。 

記 

１．連結業績予想の修正 

平成 24 年３月期第２四半期(累計)連結業績予想数値の修正(平成 23 年４月１日～平成 23 年９月 30 日) 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 
１株当たり
四半期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 65,000 3,100 3,000 1,200 7円 79銭 

今 回 発 表 予 想（Ｂ） 65,000 5,000 4,300 1,200 7円 79銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ）          0    1,900    1,300         0 ― 

増 減 率            （％）       0.0%     61.3%    43.3%     0.0%   ― 

（ご参考）前第２四半期実績 

（平成 23 年３月期第２四半期） 
61,424 3,864 3,632 1,523 9 円 89 銭 

 

平成 24 年３月期通期連結業績予想数値の修正(平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 133,000 7,200 7,000 3,500 22 円 72 銭 

今 回 発 表 予 想（Ｂ） 133,000 9,700 9,000 3,500 22 円 72 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ）        0    2,500    2,000         0 ― 

増 減 率            （％）      0.0%    34.7%    28.6%      0.0% ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 23 年３月期）     
124,985 9,289 8,945 3,561 23 円 12 銭 

 

 

 

 

 

 



２.個別業績予想の修正 

平成 24 年３月期第２四半期(累計)個別業績予想数値の修正(平成 23 年４月１日～平成 23 年９月 30 日) 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 
１株当たり
四半期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 37,000 900 900 50 0円 32銭 

今 回 発 表 予 想（Ｂ） 42,000 2,000 1,600 800 5円 19銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ）      5,000    1,100      700        750 ― 

増 減 率            （％）      13.5%   122.2%    77.8%   1,500.0% ― 

（ご参考）前第２四半期実績 

（平成 23 年３月期第２四半期） 
    36,673      884      921        403   2円 62銭 

 

平成 24 年３月期通期個別業績予想数値の修正(平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 76,000 2,400 2,300 700 4円 54銭 

今 回 発 表 予 想（Ｂ） 82,000 3,800 3,300 1,800 11 円 68 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ）      6,000    1,400    1,000      1,100 ― 

増 減 率            （％）      7.9%   58.3%    43.5%    157.1% ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 23 年３月期）     
77,496 2,532 2,426 161 1 円 05 銭 

 

３.修正の理由 

  当社の主要な需要先である建設機械・自動車業界の販売が順調に推移していることにより、平成 24

年 3 月期第 2 四半期累計期間及び通期ともに、連結及び個別の業績が前回予想を上回る見通しとなり

ました。 

 

以  上 


